令和　　年　　月　　日　

意　　見　　書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　団体名　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者　　　　　　　　　　　　　　印

令和　　年度とやま中小企業チャレンジファンド事業にかかる　　　　　（代表取締役　　　　）の申請についての意見書を提出します。

記

支援機関等としての申請事業に対するコメント

	項　目
	コ　メ　ン　ト

	新規性

付加価値性
	

	採算面
費用対効果
	

	申請者における重要性や位置づけ
	

	申請者の
組織体制
	

	今後の支援方針等
	


・各項目について、特筆すべき事項等について簡単にコメントしてください。
・単純に申請書の内容の抜粋するだけではなく、支援機関等から申請書の内容を客観的に見た見解、分析等をご記入ください。
　支援機関等記入欄
	担 当 者
	所属 　　

役職名      　　　氏名　
（連絡先電話　            　）


記入例

令和　　年　　月　　日　


意　　見　　書
　〇〇商工会議所　会頭　〇〇　〇〇　印
（〇〇商工会　　　会長　　　　　　　印）
令和　年度とやま中小企業チャレンジファンド事業にかかる　　　　　（代表取締役　　　　）の申請についての意見書を提出します。

記

支援機関等としての申請事業に対するコメント

	項　目
	コ　メ　ン　ト

	新規性

付加価値性
	・申請事業者の開発する〇〇を利用した製品は、現在実用化もされておらず、新規性が高いと考える。また、〇〇であることから、既存の製品よりも優れており、付加価値性も高いと考える。

	採算面

費用対効果
	・今後〇〇等を通じて販路開拓等を行っていく予定としており、収益性も見込めることから、採算面については妥当であると考える。また、過大な投資等を行うものではなく、費用対効果についても妥当であると考える。

	申請者における重要性や位置づけ
	・本事業を通じて、新たな事業分野への参入や販路の開拓等を模索しているところであり、今後の事業展開にあたって重要性は高いものと考える。

	申請者の
組織体制
	・直近の決算では売上高は〇〇円、経常利益は〇〇円であり、前年比よりもそれぞれ上向いている。このほか、（その他財務指標等）から、財務については問題ないものと考える。
・申請事業者は〇年前から〇〇に営業拠点を持ち、（〇人の営業担当者が業務を行っており）、営業面については十分な組織を備えている。
・これらのことから、申請事業者は本事業について十分な継続力を持っているものと考える。

	今後の支援方針等
	・申請事業者については、これまでも当会議所において相談対応や専門家派遣などを行ってきており、本事業を通じて新たな事業分野への参入や収益性の向上等も見込めることから、今後も継続して支援していくこととしたい。


・各項目について、特筆すべき事項等について簡単にコメントしてください。
・単純に申請書の内容の抜粋するだけではなく、支援機関等から申請書の内容を客観的に見た見解、分析等をご記入ください。
　支援機関等記入欄
	担 当 者
	所属 
〇〇商工会議所　〇〇支所　〇〇課
役職名
〇〇〇
氏名　〇〇 〇〇
（連絡先電話　076-1234-5678）


・各商工会議所、商工会単位で記載
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